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地域活動支援センターの支援とあり方に関する実態調査

特定非営利活動法人 横浜市精神障害者地域生活支援連合会
横浜精神保健福祉研究所

地域活動支援センター精神作業所型調査研究会
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2023年 10月 19日 (木 )

18:30～ 20:30

健康福祉総合センター4Fホール
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報告会内容
・調査の概要、分
・今後に向けた提

・調査結果からの示唆
・意見交換

析結果

口

お申し込み 。お問い合わせ先 :市精連事務局
お申し込みの詳細は車面をご覧ください。

…

045… 263… 8100
回蜀孤|〒 232-0022横浜市南区高根町3-17‐ 12 KSビル4F

口団医匹l https://wwwByokohama― shiseiren.Ip



～調査報告書「はじめに」より抜粋～

「障害者自立支援法」、「障害者総合支援法」以降、就労を主軸とした支援事業所が整備 され、これまで地域

活動支援センターが担ってきた役割をさらに発展させていくことになります。そのような精神障害者の地域生

活支援事業が展開される中、横浜市担当局から地域活動支援センター要綱改正の提起がなされ、実態と合わな

い内容に市精連会員他、地域生活支援を実践している多くの市内事業所から意見が出され、地域活動支援セン

ターが果たしている役割を、あらためて検証する必要性があるのではとい う議論がされました。

そこで市精連では地域活動支援センターの実態を調査する委員会を立ち上げ、会員や市内事業所のご協力の

もと調査を実施 し、就労継続支援 B型事業所の実態との比較もあわせ、地域活動支援センターの利用実態を明

らかにしていくことになりました。そこで行われる支援は精神障害者の地域生活をどのように支えているの

か、また今後どのような役割を担つていけるのかを探 り、その独自性、固有性を検討 していけるよう報告書を

まとめました。
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参 加 申 し込 み (いただいた個人情報は、本報告会以外の目的では使用いたしません)

⇒FAXも しくはメールにて、市精連事務局にお申し込みください。

メールでお申し込みの方は、参加申込書の各項目をメール本文にご言己入いただき、

info①yokohama― shiseiren.ipま でお送りください。

今回の報告会では、調査結果のご報告をさ

せていただくと共に、地域活動支援センター

が果たしている役割を皆様と改めて共有し、

その役割を今後も維持。発展させてゆく為の

意見交換ができればと考えております。

市精連会員の方々だけでなく、調査にご協

力いただいた事業所の方々、ご家族・当事者

の方々にもご参加いただければと思います。

また地活・B型以外の事業所の方々のご参

加もお待ちしています !

事業所名・所属団体名

お名前

TEL

参をと申込書 (FAX0 4 5-263.-8101)


